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第 5 回「私のお薦め本コンテスト―My Favorite Book―」講評 

 

風を吹かせる 

龍谷大学図書館長  

安 藤  徹  

 

 『無名草子』という、いまから 800 年ほど前に書かれた物語があります。物語の冒頭に登

場するのは、100 歳を超える老尼です。老尼は仏に供える花を摘むために東山に出かけ、

偶然、ある荒れ果てた邸に住まう女性たちと出会います。そして、彼女たちは老尼を聴き

手にいろいろなことを語り合うことになります。その冒頭で話題になるのが、「この世に

とりて第一に捨てがたきふし」です。 

 この世で一番捨てがたいものは何か。彼女たちが主張するのは月、文（ふみ）、夢、涙、

阿弥陀仏、『法華経』、そして『源氏物語』です。これらは、一人ひとりがただ思いつく

ままに順に挙げたもののように見えます。しかし、じつは共通点を見出すことができます。

いずれもが、時間や空間の隔たりを超えて伝達可能な“強靱なメディア”なのです。たと

えば、月はいつでもどこでも空に見えます。だから、月と向かい合うと、知らない過去、

現在、未来も、あるいはまだ見たこともない異国の地も遥かに思いやられるのだ、と言い

ます。空に浮かぶ月を媒介にして、時空を超えた繋がりを感じるということでしょう。 

 月の次に取り上げられている「文」とは、直接には手紙のことを指します。遥か遠くに

離れてしまった人、あるいはすでに亡くなってしまった人の手紙を読むと、その本人が眼

前にいるかのように思われます。たしかに、手紙は時空を超えるメディアです。 

 「文」は英語の letter(s)に似て、手紙にかぎらず、広く文字表現（言葉）にかかわるもの

ごとを意味します。たとえば、「ひとり灯（ともしび）のもとに文（ふみ）をひろげて、

見ぬ世の人を友とするぞ、こよなう慰むわざなる」という『徒然草』の一節に見える「文」

は、書物（とくに漢籍）を指します。ほとんどの場合、書物を書いた人、あるいは書物に

登場する人は、読者にとって身近な存在ではありません。しかし、本を開いて読めば、そ

の人を友とすることができる。つまり、直接にはついに逢うこともない、縁もゆかりもな

いはずの人を結びつける力が本にはある、ということです。 

 なるほど、「文」は力強いメディアです。ただし、ただ本がそこにあればメディアにな

る、というわけではありません。どれほど強靱なメディアでも、それにアクセスする人が

いなければ、その役割を果たすことなどできません。本にアクセスするとは、つまり読む

ことです。とはいえ、本の“海”はあまりに広い。日本では年間 8 万点ほどの書籍が出版

されています。龍谷大学図書館でも毎年 4 万冊ほどの本を購入しており、総蔵書数は 220

万冊近くに及びます。あまりに多くの本を前にとまどい、迷ってしまっても不思議ではあ

りません。私たちはじつに多くの本にアクセス可能です。恵まれた環境と言えます。しか

し、そのことが逆に具体的な“ある本”との出会いを妨げてしまう危険もあるのです。情

報は多ければ多いほどよいわけではありません。 

 ここで、五木寛之さんが「他力」について述べた譬え話に耳を傾けてみましょう（『自

力と他力』講談社、2006 年、瀬田・大宮図書館所蔵）。エンジンがついていないヨットは、

自力で走ることができません。帆走するには、風という他力が必要です。では、風が吹く
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のをぼんやり待っていればいいのか。そうではない、と五木さんは言います。「真剣に水

平線の雲の気配をうかがい、いつかは必ず風が吹くと信じて、そのチャンスを逃さないよ

うにしっかり見張っている必要があるのです。せっかく風が吹いてきても、帆をおろして

居眠りしていたのでは意味がないのですから」。すばらしい本とうまく出会い、すぐれた

本を豊かに読むという経験をするにも、帆と風の両方が不可欠だと思います。 

 今年度で第 5 回となる「私のお薦め本コンテスト―My Favorite Book―」（龍谷大学図書

館主催）は、応募数がやや少なかったものの、よい“風”が吹きました。審査は、三原龍

志先生（文学部）、杉村繁一図書館事務部長、そして図書館長の私の 3 名で行ないました。

評価の観点はおもに、その本の魅力がどれほど伝わってくるかということと、どれくらい

読みたくなるかということです。今回は大賞 1 編、優秀賞 4 編のほか、紀伊國屋書店と丸

善雄松堂のご協力を得て特別賞も用意し、応募者の力作を讃えました。受賞されたみなさ

ん、おめでとうございます。参加してくださったみなさん、ありがとうございました。こ

の“風”を多くの人がしっかりと受け取り、お薦めの本を実際に読んでみてくれることを

心から期待しています。そして、さらにほかの人にどんどん薦めてください。次に“風”

を吹かせるのはあなたです！ 

 今回の審査にあたって、私自身、改めて本の海の“広さ”を実感しました。しかし、海

には“深さ”もあります。とくに大学図書館の場合、小説やエッセイのようないわゆる読

み物ではなく、調査し、学び、研究するために必要な専門性の高い学術情報を提供するこ

とを主目的としています。むろん、専門書のみに“深さ”があるわけではありません。し

かし、龍谷大学図書館所蔵の多くが専門書であることも事実です。今後は、そうした本の

価値や魅力をもみなさんに届けられるような風を吹かせられれば、と思っています。 


